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【手続補正書】
【提出日】平成25年2月7日(2013.2.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　がん手術の術野における後処置の方法に用いられる交番磁界により加熱可能な固体また
はゲル状の医療製品であって、
　前記医療製品は、生理学的に受容可能な組織、スポンジ、薄膜またはゲルの形態で提供
され、且つ
　交番磁界により励起されると発熱する磁性粒子が、前記医療製品内に含有され、これに
より前記医療製品は加熱されることを特徴とする、医療製品。
【請求項２】
　前記粒子は、前記医療製品内に埋め込み固定されるか、または前記医療製品に付着され
ることを特徴とする、請求項１に記載の医療製品。
【請求項３】
　前記粒子は、前記医療製品内に永久的に残存し、拡散によって放出されず、且つ生分解
性医療製品の場合、単に生分解過程により放出されることを特徴とする、請求項１または
２に記載の医療製品。
【請求項４】
　前記医療製品は、変形性があり、外科的腫瘍除去後の組織または臓器または術野の表面
外形に沿い得ることを特徴とする、請求項１～３のいずれか１項に記載の医療製品。
【請求項５】
　前記医療製品は、生分解性であることを特徴とする、請求項１～４のいずれか１項に記
載の医療製品。
【請求項６】
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　前記粒子は、微粒子またはナノ粒子であることを特徴とする、請求項１～５のいずれか
１項に記載の医療製品。
【請求項７】
　前記粒子は、常磁性または超常磁性であることを特徴とする、請求項１～６のいずれか
１項に記載の医療製品。
【請求項８】
　前記医療製品は、前記磁性粒子で含浸、被覆または浸漬されることを特徴とする、請求
項１～７のいずれか１項に記載の医療製品。
【請求項９】
　前記医療製品は、１～１２カ月以内に生体吸収可能であることを特徴とする、請求項１
～８のいずれか１項に記載の医療製品。
【請求項１０】
前記医療製品は、生理学的に認容性があり、生理学的に認容性がある成分に分解される　
ことを特徴とする、請求項１～９のいずれか１項に記載の医療製品。
【請求項１１】
　前記医療製品は、弾力性があり、金属または金属合金から構成されず、且つ、
　前記医療製品は、前記粒子の水溶液の形態で提供されないことを特徴とする、請求項１
～１０のいずれか１項に記載の医療製品。
【請求項１２】
　前記生分解性医療製品は、前記磁性粒子を放出し、および／または前記磁性粒子を周囲
の腫瘍組織または腫瘍細胞に送達することを特徴とする、請求項５～１１のいずれか１項
に記載の医療製品。
【請求項１３】
　前記磁性粒子は、前記医療製品の表面１平方センチメートル当たり１０マイクログラム
～１００ミリグラムの濃度で提供されることを特徴とする、請求項１～１２のいずれか１
項に記載の医療製品。
【請求項１４】
　前記磁性粒子は、前記医療製品１グラム当たり１００マイクログラム～２グラムの濃度
で提供されることを特徴とする、請求項１～１３のいずれか１項に記載の医療製品。
【請求項１５】
　前記医療製品は、医療用セルロース、包帯材料、創傷挿入物、外科用縫合糸、圧定布、
スポンジ、医療用織物、軟膏剤、ゲル、薄膜形成組成物または薄膜形成噴霧剤であること
を特徴とする、請求項１～１４のいずれか１項に記載の医療製品。
【請求項１６】
　抗増殖薬、抗遊走薬、抗血管新生薬、抗血栓薬、抗炎症薬、消炎薬、細胞分裂阻害剤、
細胞毒性薬、抗凝固薬、抗菌剤、抗ウイルス薬および／または抗真菌薬からなる群から選
択される少なくとも１つの治療上有効な薬剤をさらに含む、請求項1～１５のいずれか１
項に記載の医療製品。
【請求項１７】
　前記少なくとも１つの治療上有効な物質は、アクチノマイシンＳ、アミノグルテチミド
、アムサクリン、アナストロゾール、プリンまたはピリミジン塩基の拮抗薬、アントラサ
イクリン、アロマターゼ阻害剤、アスパラギナーゼ、抗エストロゲン薬、ベキサロテン、
ブレオマイシン、ブセレリン、ブスルファン、カンプトテシン誘導体、カペシタビン、カ
ルボプラチン、カルムスチン、クロラムブシル、シスプラチン、クラドリビン、シクロホ
スファミド、シタラビン、シトシンアラビノシド、アルキル化細胞分裂阻害剤、ダカルバ
ジン、ダクチノマイシン、ダウノルビシン、ドセタキセル、ドキソルビシン、エピルビシ
ン、エストラムスチン、エトポシド、エキセメスタン、フルダラビン、フルオロウラシル
、葉酸拮抗薬、ホルメスタン、ゲムシタビン、グルココルチコイド、ゴセレリン、ホルモ
ンおよびホルモン拮抗薬、ハイカムチン、ヒドロキシル尿素、イダルビシン、イホスファ
ミド、イマチニブ、イリノテカン、レトロゾール、リュープロレリン、ロムスチン、メル
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ファラン、メルカプトプリン、メトトレキサート、ミルテホシン、マイトマイシン、有糸
分裂阻害剤、ミトキサントロン、ニムスチン、オキサリプラチン、パクリタキセル、ペン
トスタチン、プロカルバジン、タモキシフェン、テモゾロミド、テニポシド、テストラク
トン、チオテパ、チオグアニン、トポイソメラーゼ阻害剤、トポテカン、トレオスルファ
ン、トレチノイン、トリプトレリン、トロホスファミド、ビンブラスチン、ビンクリスチ
ン、ビンデシン、ビノレルビン、細胞静止性有効抗生物質（ｃｙｔｏｓｔａｔｉｃａｌｌ
ｙ ｅｆｆｅｃｔｉｖｅ ａｎｔｉｂｉｏｔｉｃｓ）を含む群から選択されることを特徴と
する、請求項１６に記載の医療製品。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つの薬物は、接着結合、イオン結合、供給結合、またはリンカー結合
により前記粒子と結合することを特徴とする、請求項１６または１７に記載の医療製品。
【請求項１９】
　前記少なくとも１つの薬物の前記担体からの分離は、交番磁界によって開始されること
を特徴とする、請求項１６～１８のいずれか１項に記載の医療製品。
【請求項２０】
　前記医療製品は、以下の材料からなることを特徴とする、請求項１～１９のいずれか１
項に記載の医療製品：ポリアクリル酸、ポリアクリレート、ポリメチルメタクリレート、
ポリブチルメタクリレート、ポリイソブチルメタクリレート、ポリアクリルアミド、ポリ
アクリロニトリル、ポリアミド、ポリエーテルアミド、ポリエチレンアミン、ポリイミド
、ポリカーボネート、ポリカルボウレタン、ポリビニルケトン、ハロゲン化ポリビニル、
ハロゲン化ポリビニリデン、ポリビニルエーテル、ポリビニル芳香族、ポリビニルエステ
ル、ポリビニルピロリドン、ポリオキシメチレン、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリ
テトラフルオロエチレン、ポリウレタン、ポリオレフィンエラストマー、ポリイソブチレ
ン、ＥＰＤＭゴム、フルオロシリコン、カルボキシメチルキトサン、ポリエチレンテレフ
タレート、ポリバリレート、カルボキシメチルセルロース、セルロース、レーヨン、レー
ヨントリアセテート、硝酸セルロース、酢酸セルロース、ヒドロキシエチルセルロース、
セルロースブチレート、セルロースアセテートブチレート、エチルビニルアセテート共重
合体、ポリスルホン、ポリエーテルスルホン、エポキシ樹脂、ＡＢＳ樹脂、ＥＰＤＭゴム
、シリコンプレポリマー、シリコーン、ポリシロキサン、ポリビニルハロゲン、セルロー
スエーテル、セルローストリアセテート、キトサン、キトサン誘導体、重合可能な油、ポ
リバレロラクトン、ポリ－ε－デカノラクトン、ポリラクチド、ポリグリコリド、ポリラ
クチドとポリグリコリドの共重合体、ポリ－ε－カプロラクトン、ポリヒドロキシ酪酸、
ポリヒドロキシブチレート、ポリヒドロキシバリレート、ポリヒドロキシブチレート－コ
－バリレート、ポリ（１、４－ジオキサン－２、３－ジオン）、ポリ（１、３－ジオキサ
ン－２－オン）、ポリ－パラ－ジオキサノン、ポリ無水物、ポリマレイン酸無水物、ポリ
ヒドロキシメタクリレート、ポリシアノアクリレート、ポリカプロラクトンジメチルアク
リレート、ポリ－β－マレイン酸、ポリカプロラクトンブチルアクリレート、オリゴカプ
ロラクトンジオールおよびオリゴジオキサノンジオールからのマルチブロックポリマー、
ポリエーテルエステル－マルチブロックポリマーＰＥＧおよびポリ（ポリブチレンテレフ
タレート）、ポリピボトラクトン（Ｐｏｌｙｐｉｖｏｔｏｌａｃｔｏｎｅ）、ポリグリコ
ール酸トリメチルカーボネート、ポリカプロラクトン－グリコリド、ポリ（γ－エチルグ
ルタミン酸）、ポリ（ＤＴＨ－イミノカーボネート）、ポリ（ＤＴＥ－コ－ＤＴ－カーボ
ネート）、ポリ（ビスフェノールＡ－イミノカーボネート）、ポリオルトエステル、ポリ
グリコール酸トリメチルカーボネート、ポリトリメチルカーボネート、ポリイミノカーボ
ネート、ポリビニルアルコール、ポリエステルアミド、グリコール化ポリエステル、ポリ
リン酸エステル、ポリホスファゼン、ポリ［ｐ－カルボキシフェノキシ）プロパン］、ポ
リヒドロキシペンタン酸（ｐｏｌｙｈｙｄｒｏｘｙｐｅｎｔａｉｃ ａｃｉｄ）、ポリエ
チレンオキシド－プロピレンオキシド、軟質ポリウレタン、骨格にアミノ酸残基を有する
ポリウレタン、ポリエーテルエステル、ポリエチレンオキシド、ポリアルケンオキサレー
ト、ポリオルトエステル、カラギーナン、デンプン、コラーゲン、タンパク質ペースのポ
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リマー、ポリアミノ酸、合成ポリアミノ酸、ゼイン、修飾されたゼイン、ポリヒドロキシ
アルカノアート、ペクチン酸、アクチニック酸（ａｃｔｉｎｉｃ ａｃｉｄ）、フィブリ
ン、修飾されたフィブリン、カゼイン、修飾されたカゼイン、カルボキシメチルサルフェ
ート、アルブミン、ヒアルロン酸、ヘパランサルフェート、ヘパリン、コンドロイチンサ
ルフェート、デキストラン、シクロデキストリン、ＰＥＧとポリプロピレングリコールか
らなる共重合体、アラビアゴム、グアー、または他のゴム樹脂、ゼラチン、コラーゲン、
コラーゲン－Ｎ－ヒドロキシスクシンイミド、脂質、リポイド、重合可能な油とその修飾
体、上記物質の共重合体および混合物。
【請求項２１】
　癌、腫瘍または増殖性疾病は、以下からなる群から選択されることを特徴とする、請求
項１～２０の何れか１項に記載の医療製品：腺癌、脈絡膜黒色腫、急性白血病、聴神経鞘
腫、膨大部癌、肛門癌、星状細胞腫、基底細胞腫、膵臓癌、結合組織腫瘍、膀胱癌、気管
支癌、非小細胞気管支癌、乳癌、バーキットリンパ腫、子宮体癌、ＣＵＰ症候群、結腸癌
、小腸癌、小腸腫瘍、卵巣癌、子宮内膜癌、上衣腫、上皮癌、ユーイング腫瘍、胃腸腫瘍
、胆嚢癌、胆道癌、子宮癌、子宮頚癌、神経膠芽腫、婦人科腫瘍、耳鼻咽喉腫瘍、血液腫
瘍（ｈｅｍａｔｏｌｏｇｉｃ　ｎｅｏｐｌａｓｉａｓ）、尿道癌、皮膚癌、脳腫瘍（神経
膠腫）、脳腫瘍転移、精巣癌、下垂体腫瘍、カルチノイド、カポジ肉腫、喉頭癌、胚腫瘍
、骨癌、結腸直腸癌、頭頚部腫瘍（頚部、鼻耳領域の腫瘍）、結腸癌、頭蓋咽頭腫、口の
領域および唇の癌、肝癌、肝腫瘍転移、眼瞼腫瘍、肺癌、リンパ腺癌（ホジキン／非ホジ
キン）、リンパ腫、胃癌、悪性黒色腫、悪性腫瘍、胃腸管悪性腫、乳癌、直腸癌、髄芽腫
、黒色腫、髄膜腫、ホジキン病、菌状息肉腫、鼻癌、神経鞘腫、神経芽細胞腫、腎臓癌、
腎細胞腫、非ホジキンリンパ腫、乏突起膠腫、食道癌、溶骨性細胞腫および骨形成細胞腫
（ｏｓｔｅｏｐｌａｓｔｉｃ　ｃａｒｃｉｎｏｍａ）、骨肉腫、卵巣癌、膵臓癌、陰茎癌
、頭頚部扁平上皮癌、前立腺癌、咽頭癌、直腸癌、網膜芽細胞腫、膣癌、甲状腺癌シュネ
ーベルガー病（Ｓｃｈｎｅｅｂｅｒｇｅｒ’ｓ　ｄｉｓｅａｓｅ）、食道癌、棘細胞腫、
Ｔ細胞リンパ腫（菌状息肉症）、胸腺腫、卵管癌、眼腫瘍、尿道癌、泌尿器系腫瘍、尿路
上皮癌、外陰癌、乳様突起合併症（ｍａｓｔｏｉｄ　ｉｎｖｏｌｖｅｍｅｎｔ）、軟部組
織腫瘍、軟部肉腫、ウィルムス腫瘍、子宮頸癌および舌癌。
【請求項２２】
　前記術野の前記後処置が、再発を防止するためのものである、請求項１～２１の何れか
１項に記載の医療製品。
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